「化学基礎」シラバス（案）

啓林館編集部

	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	化学基礎
	２
	

	使用教科書
	使用副教材

	啓林館「新編化学基礎」(化基307)
	啓林館「サンダイヤル 化学基礎の基本マスター」

	

	１　学習の目標等

	学習の目標
	日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識を持って観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。

	学習のねらい

	第１部 化学と人間生活
	化学と人間生活のかかわりについて関心を高め，化学が物質を対象とする科学であることや化学が人間生活に果たしている役割を理解するとともに，観察，実験などを通して物質を探究する方法の基礎を身につける。

	第２部 物質の構成
	原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解する。また，物質の性質について観察，実験などを通して探究し，化学結合と物質の性質との関係を理解し，物質について微視的な見方ができるようにする。

	第３部 物質の変化
	化学反応の量的関係，酸と塩基の反応及び酸化還元反応について観察，実験などを通して探究し，化学反応に関する基本的な概念や法則を理解するとともに，それらを日常生活や社会と関連付けて考察できるようにする。

	

	２　学習計画

	学期
	学習項目(配当時数)
	学習内容
	活動・備考等
	考査範囲

	１
	第１部 化学と人間生活(17)
	
	
	

	
	第１章 化学と私たちの生活(4)

Ａ． 生活の中の化学
	生活に化学が利用されている身近な例を調べ，化学の学習を始める。
	実験１

「酸化銅(Ⅱ)の還元」

やってみよう

「アルミニウムによる還元（テルミット法）」

実験２

「洗剤の濃度」
	第

一

学

期

中

間

考

査


	
	第２章 物質の状態(10)

Ａ. 混合物と純物質
Ｂ. 元素・単体・化合物

Ｃ. 粒子の熱運動と物質の状態

章末問題
	物質の性質を調べるために，物質の分類や混合物の分離・精錬方法，また，物質をつくっている粒子の熱運動について学ぶ。
	やってみよう

「海水（食塩水）の蒸留」

実験３

「ろ過と再結晶による物質の分離・精製」

やってみよう

「砂糖と食塩の性質」

実験４
「大理石の成分元素」
実験５
「物質の三態」


	

	
	探究活動(3)


	
	1.いろいろなプラスチックと金属
2.混合物の分離と確認
3.クロマトグラフィー
	第

一
学

期

期

末
考

査

	
	第２部 物質の構成 (21)
	
	
	

	
	第１章 物質の構成粒子(7)

Ａ. 原子の構造

Ｂ. 原子の電子配置
Ｃ. イオンの生成
Ｄ. 元素の周期表
章末問題
	原子の構造や陽子，中性子，電子の性質を学ぶ。また，電子配置と周期律との関係も学ぶ。
	やってみよう

「放射線測定器『はかるくん』を用いた測定」

やってみよう

「表計算ソフトを用いたデータのグラフ化」

実験１

「アルカリ金属の性質と炎色反応」


	

	
	第２章 化学結合(11)

Ａ. イオン結合

Ｂ. 共有結合

Ｃ. 金属結合

章末問題
	３種類の化学結合をとりあげ，それらの結合からなる物質が示す性質について学ぶ。
	実験２

「イオン結晶の性質」

実験３
「気体の発生と捕集」
発展

「水素結合」
	

	２
	
	
	
	第

二
学

期

中

間
考

査

	
	探究活動(3)


	
	1.コンピュータを用いた周期表の作成
2.分子模型で学ぶ分子の形
3.化学結合と物質の性質
	

	
	第３部 物質の変化 (32)
	
	
	

	
	第１章 物質量と化学反応式(9)

Ａ. 原子量・分子量・式量

Ｂ. 物質量

Ｃ. 溶液の濃度

Ｄ. 化学反応式

Ｅ. 化学変化の量的関係

章末問題
	原子や分子の質量の簡単な表し方や粒子の数で表す物質の量の単位mol，化学変化前後の物質の量的関係を表す方法などについて学ぶ。
	実験１
「気体の分子量の測定」

実験２
「化学変化の量的関係」
	

	
	第２章 酸と塩基(9)

Ａ. 酸と塩基

Ｂ. 水素イオン濃度とpH

Ｃ. 酸・塩基の中和

Ｄ. 塩の性質

章末問題
	酸と塩基の性質や反応について学ぶ。
	やってみよう

「酸と塩基の性質」

発展

「水のイオン積」

やってみよう

「いろいろな溶液のpH測定」

実験３

「中和滴定」

やってみよう

「塩の水溶液の性質」


	第

二
学

期

期

末
考

査

	
	第３章 酸化還元反応(10)

Ａ. 酸化と還元

Ｂ. 酸化剤と還元剤

Ｃ. 金属のイオン化傾向と酸化・還元

Ｄ. 酸化還元反応と人間生活

章末問題
	代表的な化学反応の１つである酸化還元反応のしくみや日常生活での利用例等について学ぶ。
	やってみよう

「酸化還元反応」

実験４

「酸化還元反応」

やってみよう

「金属のイオン化傾向」

発展

「電池の構造」

発展

「電池と電気分解の関係」

やってみよう

「漂白剤の性質」


	

	３
	
	
	
	第

三
学

期

期

末
考

査

	
	探究活動(4)

	
	1.化学変化の量的関係

2.原子説・分子説の成立

3.食酢中の酢酸の定量

4.銀めっきによる鏡の製作
	

	
	前後見返し・巻末資料(-)
	
	
	

	

	３　評価方法とその観点

	評 価 方 法

	●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現，

知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。

	(1)授業への取り組み

授業に対する姿勢，学習態度，物理への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項目を評価する。

	(2)ノートの記載内容

授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。

	(3)観察・実験等

観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。

	(4)教科書・問題集の問題

各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。

	(5)中間・定期考査

学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも大きい。

	

	４　学習のアドバイス等

	１　日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。

２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。

３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。


